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 　6 ．地域での清掃活動等環境活動に積極的に参加します。

 本方針を全従業員に周知徹底いたします。
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Ⅰ．ご挨拶と環境経営方針

ご　挨　拶

有限会社クリーン山田は、姫路市の北部と福崎町の南部を境界とした市川の清流域に位置し、国宝・姫路城と民俗学者・柳田国男生誕
の地でもありますところの、「自然」と「文化」を未来の子供たちに継承すべくため、廃棄物処理における社会的責任の重要性を自覚し、循
環型社会推進のため「資源の有効利用」と「地域環境保全」をここに播磨地方より本業である産業廃棄物処理業を通じて、地球温暖化問
題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組んでまいります。

環 境 経 営 方 針

　　当社は、産業廃棄物・一般廃棄物の収集・運搬及び産業廃棄物の中間処理、製紙・製鋼原料、廃棄樹脂等のリサイクル業を主とし
て、皆様のご支援をいただきながら成長してまいりました。全従業員が、環境負荷の低減、リサイクル率のアップ、社内衛生安全の向上
に邁進し、美しい国土の維持、人と環境が共存する社会を目指して全社一丸となって、自主的・積極的に環境への取組を推進し、環境経
営を継続的に改善していきます。

行動指針  

．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

．二酸化炭素排出量の削減推進します（電気、ガソリン、軽油）。

．受託した産業廃棄物の再資源化に取り組み、リサイクル率の向上を図ります。

．水使用量の削減を推進します。

．環境に配慮した収集運搬及び処分に取組みます。

制定日： 2017 年10月 1日

改定日： 2020 年8月 29日

代表取締役社長  山田　　忍



Ⅱ．組織の概要（情報公開項目に＊印付記）

（１） 名称及び代表者名

有限会社クリーン山田

代表取締役社長　山田　　　忍

（２） 所在地

本店事務所 兵庫県姫路市船津町4177番地の1

本 社 工 場 兵庫県神崎郡福崎町南田原972-4

第 ２ 工 場 兵庫県姫路市船津町字上糠塚2671番

福 崎 支 店 兵庫県福崎町南田原字寺居653番地1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　　　恒藤　至宏　　 TEL　0790-23-1123

担当者　　　　　　　　　藤本　良介 FAX　0790-23-1230

（４） 事業内容

①産業廃棄物の収集運搬業　　

②一般廃棄物収集運搬業

③産業廃棄物中間処理業　

（５） ＊法人設立年月日　：　昭和６３年１２月　６日

（６） ＊資本金　　　　　　　：　３百万円

（７） 事業の規模 　　　(2021年度実績）

＊売上高 206百万円　　（2021年度）　

産業廃棄物収集運搬量 3372トン

産業廃棄物中間処理量 2145トン

一般廃棄物収集運搬量 2272トン

（８） 事業年度 12月～翌年11月

本社工場 第２工場

（破砕） （焼却）（積替え保管）

従業員　　　　　（名） 0 15 0 0 15

延べ床面積　　　（㎡） 1,320 981 876 120 3,297 P-2

mail　clean-yamada@alpha.ocn.ne.jp

本店事務所 福崎支店 合計



（9） ＊許可の内容

■産業廃棄物収集運搬業許可

兵庫県 兵庫県（特管）

第02802012575号 第02852012575号

平29年03月13日 平25年11月29日

令和11年03月12日 平37年11月28日

無 無 有

燃え殻 ●

汚泥 ●

廃油 ● ●

廃酸 ●

廃ｱﾙｶﾘ ●

廃プラ類 ● ●

紙くず ● ●

木くず ● ●

繊維くず ●

動植物性残さ ●

ゴムくず ● ●

金属くず ● ●
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁
器くず ● ●

鉱さい ●

がれき類 ● ●

■一般廃棄物処理業許可

許可自治体

許可番号

許可年月日

有効期限

■産業廃棄物処分業許可

許可品目 廃プラ類 P-3

　許可自治体 姫路市

　許可番号 第07011012575号

　許可年月日 平29年04月01日

　有効期限 令和9年03月31日

　積替保管 無

許　　可
品　　目

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

姫路市 神河町 市川町 福崎町

第44号 第0203-1号 市川第2－4号 福住生第46145号

令和２年４月１日 令和２年４月１日 令和２年４月３日 令和２年４月１日

令和6年3月31日 令和6年3月31日 令和6年3月33日 令和6年3月31日

破　　砕

　許可自治体 兵庫県

　許可番号 第02822012575号

　許可年月日 平30年12月18日

　有効期限 平35年12月17日

●



（10） ＊施設等の状況

■産業廃棄物収集運搬用車両

最大積載量 ㎏

1 2,300 ｋｇ

1 2,400 ｋｇ

1 2,300 ｋｇ

2 2,000 ｋｇ

1 3,450 ｋｇ

コンテナ専用車 1 2,000 ｋｇ

ユニック 1 2,000 ｋｇ

フォークリフト 1 1,500 ｋｇ

フォークリフト 1 2,000 ｋｇ

フォークリフト 1 2,500 ｋｇ

軽四貨物 1 350 ｋｇ

12

■積み替え保管施設

■産業廃棄物処分用施設

（１）中間処理

（処理工程図）
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車　　種 台数

パッカー車

パッカー車

パッカー車

ダンプカー

ダンプカー

合　　計

名称 保管面積　（㎡） 保管上限　（㎥） 積替え保管を行う廃棄物の種類

積み替え保管 258 111.52
廃プラスチック類、紙くず、木くず、ｺﾞﾑ
くず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず
及び陶磁器くず、がれき類

施　設　の　種　類 破砕施設

処理する廃棄物の種類 廃プラスチック

処　理　能　力 3.76ｔ/日（8h)

処　理　方　式 破砕方式

廃棄物受入 分別 破砕
出荷（燃

料）



（１１） ＊処理実績

②　受託した産業廃棄物の処理量 別紙ー２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年（　2019年　12月　～　2020年　11月）年

廃棄物等
種類

処分方法
等

処理量
（t）

福崎町委託 1655

事業系 619

2274

廃プラ 220
廃 プ ラ 燃
料 755

木くず 414

動物性残渣 178

汚泥 385
コンガラ 陶
器 81

廃油 71

廃アルカリ 1

引火性廃油 11

石膏ボード 12

蛍光灯 0.2

繊維くず 12

燃えがら 5

段ボール 690

紙管 119

雑誌 51

地券 26

新聞紙 3

難古紙 19

ペットボトル 10
鉄 スクラッ
プ 73

白缶 87
白 ナイロン
A 84
白 ナイロン
B 12

アルミくず 29

アルミ缶 5

ステンレス 5

雑品くず 4

金属付プラ 4

破砕プラ 5

茶びん 0

白びん 0

基板 1

3372.2 P-5

（２０２1年１２月～２０２2年１１月）

処理方法等

一般廃棄物収集運搬

一般廃棄物収集運搬量合計

産業廃棄物
（ⅰ）収集運搬量

産業廃棄物収集運搬量合計



廃プラ 220.0
廃 プ ラ 燃
料 755.0

木くず 414.0

動物性残渣 178.0

汚泥 385.0
コンガラ 陶
器 81.0

廃油 71.0

廃アルカリ 1.0

引火性廃油 11.0

石膏ボード 12.0

蛍光灯 0.2

繊維くず 12.0

燃えがら 5.0

2145.2

段ボール 690

紙管 119

雑誌 51

地券 26

新聞紙 3

難古紙 19

ペットボトル 10
鉄 スクラッ
プ 73

白缶 87
白 ナイロン
A 84
白 ナイロン
B 12

アルミくず 29

アルミ缶 5

ステンレス 5

雑品くず 4

金属付プラ 4

破砕プラ 5

茶びん 0

白びん 0

基板 1

1227

2145.2

0

2145.2

1227

3372.2 P-6

（ⅱ）中間処
理

選別

小計

選別

破砕選別

選別

再資源化等量小計

産業廃棄物中間処理合計

（ⅲ）最終処分

産業廃棄物最終処分量合計

（ⅳ）中間処
理後の産業
廃棄物

中間処理

中間処理小計

再資源化等

再資源化等量小計

　　産業廃棄物中間処理後処分量合計



Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社クリーン山田

対象事業所：

活動：

Ⅳ．環境経営システム組織図及び役割・責任・権限

（本社）
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本店事務所、本社工場、第2工場

産業廃棄物の収集運搬業
一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物中間処理業
金属リサイクル業

代表者

代表取締役社長

環境管理
責任者

環境事務局

　

総務部 収集運搬班 中間処理班

役割・責任・権限

代表者（代表取締役社
長）

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・経営の課題とチャンスの整理、明確化

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部門長

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

　試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加



Ⅴ．主な環境負荷の実績

単位 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 136,549 144,597 147,583 141,705 141,426

ｋＷｈ 9,356 8,685 8,685 9,651 11,590

Ｌ 4,058 4,135 4,135 5,012 5,025

Ｌ 48,977 50,483 50,483 48,838 48,467

Ｌ 473 356 356 342 342

ｋｇ 不明 175 168 168 173

㎥ 253 257 223 270 315

※化学物質は使用していません。

Ⅵ．環境経営目標及びその実績

（１）中長期目標

（基準年度)
2016年度 目標 目標 目標 目標 目標

kg-CO2 116,037 114,877 113,716 112,556 111,396 110,235

対基準（％） 100 -1% -2% -3% -4% -5%

kWh 9,023 8,933 8,843 8,752 8,662 8,572

kg-CO2 3,014 2,984 2,953 2,923 2,893 2,863

　 排出係数 0.334 対基準（％） 100 -1% -2% -3% -4% -5%

Ｌ 3,930 3,891 3,851 3,812 3,773 3,734

kg-CO2 9,118 9,026 8,935 8,844 8,753 8,662

　 排出係数 2.32 対基準（％） 100 -1% -2% -3% -4% -5%

Ｌ 39,461 39,066 38,285 37,137 35,651 37,488

kg-CO2 101,809 100,791 98,775 95,812 91,980 96,719

　 排出係数 2.58 対基準（％） 100 -1% -2% -3% -4% -5%

Ｌ 842 834 825 817 808 800

kg-CO2 2,097 2,076 2,055 2,034 2,013 1,992

　 排出係数 2.49 対基準（％） 100 -1% -2% -3% -4% -5%

kg 実績不明 実績不明 実績把握 173 172 170

対基準（％） 175 -1% -2% -3%

リサイクル率 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

対基準（％）

㎥ 260 257 252 245 235 247

対基準（％） 100 -1% -2% -3% -4% -5%

t/L 実績不明 実績不明 実績把握 実績把握 0.030 0.031

対基準（％） (0.030) 1% 2%

１回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月

対基準（％） 継続 継続 継続 継続 継続
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項　目

二酸化炭素総排出量

電力使用量

2020年度 2021年度

ガソリン使用量

軽油使用量

灯油使用量

一般廃棄物排出量

総排水量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

Ⅰ. 二酸化炭素

　　排出量合計

①　電力使用量削減

②ガソリン使用量削減

③軽油使用量削減

基準値 2017年度 2018年度 2019年度

④灯油使用量削減

Ⅱ.廃棄物排出量の削減

①一般廃棄物の削減

②受入廃棄物のリサイクル率の向上

Ⅲ.水使用量の削減

Ⅳ.環境配慮
受託した産業廃棄物の収集運搬における環境配
慮
（収集運搬車の燃費向上）

Ⅴ.会社周辺の清掃

※電力による二酸化炭素排出量は、関西電力（株）の2018年度の二酸化炭素排
出係数 0.334kg-CO2/kWh(調整後排出係数）を用いて算出した。



（２）2021年度の実績

kg-CO2 116,037 110,235 141,426

対基準（％） 0 (△5％） +22%

kWh 9,023 8,572 11,590

kg-CO2 3,014 2,863 3,871

　 排出係数 0.334 対基準（％） 0 (△5％） 28%

Ｌ 3,930 3,734 5,025

kg-CO2 9,118 8,662 11,658

　 排出係数 2.32 対基準（％） 0 (△5％） +28%

Ｌ 39,461 37,488 48,467

kg-CO2 101,809 96,719 125,045

　 排出係数 2.58 対基準（％） 0 (△5％） +23%

Ｌ 842 800 342

kg-CO2 2,097 1,992 852

　 排出係数 2.49 対基準（％） 0 (△5％） -59%

kg 175 170 173 98% △

対基準（％） (2018年度） (△3％） △1％

リサイクル率 適正処理 適正処理 適正処理 100% 〇

対基準（％） 　 　 　

㎥ 260 247 315 78% ×

対基準（％） 100 (△5％） 21%

t/L 0.030 0.030 0.069 229% 〇

対基準（％） 100 (+5%) 131%

回/月 １回／月 １回/月 1回/月 100 ○

基準年比 100 100 100

Ⅶ.環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかた　×全くできなかった

達成状況

未達成

未達成

◎

◎

◎

◎

未達成

◎

◎

○

－ P-9

　　　　　　　　　　　　　　　　　     　年　度
　
項　目

2016年12月
～2017年11

月

2021年度の実績

2021年度（2021年12月～2022年11月）

基準値 目標 実績 達成度（％） 評価

Ⅰ. 二酸化炭素
78% ×

　　排出量合計

①　電力使用量削減 74% ×

②ガソリン使用量削減 74% ×

③軽油使用量削減 77% ×

④灯油使用量削減 234% 〇

Ⅱ.廃棄物排出量の削減

①一般廃棄物の削減

②受入廃棄物のリサイクル率の向上

Ⅲ.水使用量の削減

Ⅳ.環境配慮
受託した産業廃棄物の収集運搬にお
ける環境配慮　　（収集運搬車の燃費
向上）

Ⅴ.会社周辺の清掃

注）評価欄　　○：達成（100％以上）、△：やや未達成（95～99％）、×：未達成（95％未満）

取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容

二酸化炭素排出量総量の削減

・下記の通り 目標未達成。内容は以下の通り。

電力による二酸化炭素排出量の削減

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） 達成に終りました。少しは意識の
向上が図れたと感じています。事
務所や工場では不要時の消灯が
十分でした。引き続き継続する。

・昼休みの消灯

・不要照明の消灯

・ＯＡ機器の省エネモード設定

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減（ガソリン）

・アイドリングストップ アイドリングストップ、効率的な営
業を心がけたので効果はありまし
たが、結果は目標未達成でした。
仕事量の増加にともなう結果であ
ると判断できます。運転について
は現状維持で継続していきます。

・急加速の抑制

・冷房の控えめ使用

・買換え時は燃費マークを優先する



未達成

◎

◎

○

－

達成

◎

やや未達成

○

○

○

達成

◎

◎

◎

節水 未達成

×

×

達成

◎

○

達成

◎

◎

Ⅷ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守評価

〇

〇

-

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、関係当局よりの違反、訴訟、或いは環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

Ⅸ．代表者による全体の評価と見直し・指示

見直要否 見直内容

環境経営方針 否 ー

環境経営目標 否 ー

環境経営計画 否 ー

実施体制 否 ー

その他 否 ー

代表取締役　　山田　　忍 P-10

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減（軽油）

・アイドリングストップ アイドリングストップ、効率的な営
業を心がけたので効果はありまし
たが、結果は目標未達成でした。
仕事量の増加にともなう結果であ
ると判断できます。運転について
は現状維持で継続していきます。

・急加速の抑制

・冷房の控えめ使用

・買換え時は燃費マークを優先する

二酸化炭素排出量の削減（灯油）

不在時点火の抑制 節約できた。引き続き継続する。

一般廃棄物の削減

 ・分別によるリサイクルの推進

 ・ミスコピーの防止

 ・裏紙の活用

産業廃棄物の削減（リサイクル率の向上）

・適正な保管管理 これからも適正に取り組むように
心がける。

・簡易方法の検討

・分別の徹底による有価物化

・洗浄工程の改善 目標未達成でした。次年度は、さ
らに節水出来るように社内で心が
けます。・手洗い水量の適正化

受託した産業廃棄物の収集運搬における環境配慮

・急加速の制御 急発進・急停車の制御、功利的、
計画的な収集運搬を心がけてい
る。　　これからも続けて実施して
いきたいと思います。

・効率的・計画的な収集運搬

社会貢献活動（会社周辺の清掃）

消防法 消火器の維持点検

・本社と工場周辺の道路清掃・ごみ拾い・草刈り 清掃活動・草刈りは達成出来まし
た。今後とも、決められた日に限ら
ず気が着いたら活動するようにし
て行きます。

・地元自治会主催の祭りなどに参加、寄付

適用される法規制 遵守する事項

家電リサイクル法 特定家電４品目の適切な処分

エコアクション21に取り組により、従業員の環境活動に関する意識の向上により、整理整頓の習慣がつき以
前より作業しやすい施設になりました。従業員各自が節電・節水などて省エネ管理も行き届き、収集運搬
時におけるルートの見直しなどの再確認により燃料消費を減らすなどの取り組みで、大きな成果が得られ
たものと評価しています。従業員各自が責任感を持ち環境に配慮することがお客様への最大のサービス
であると理解するようになったのは、大きな収穫です。
　収集運搬時、不必要なエンジンストップや、予備の容器やウェス、吸着剤、吸着マットなどの持参を励行
し、緊急事態に備える準備が出来ました。
今後もエコアクション21の取り組みを推進して、環境活動に関する意識を高めてより良い方向で改善するこ
とによって、目標達成できるよう努力し日々新たな気持ちで、努力して参ります。

項目

2023年2月15日

廃棄物処理法
保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適
正な契約。マニフェストの交付、保存・確認・交
付状況等報告書の提出

〇

自動車NOx・ＰＭ法 ・規制対象車両登録禁止


